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• 
・

け
給
ふ
御
馬
は
、
茜
だ
御
秘
磁
た
り
。
金
滞
甫
の
馬
場
に
て
被
v

震

缶
、
蓮
池
の
方
よ
り
歩
錫
v
入
節
‘
き
れ
て
土
手
へ
打
付
申
儀
も
有

v
之
よ
し
御
意
有
v
之
と
載
せ
た
り
。
是
則
ち
、
堂
形
の
古
馬
場
た
ら

ん
か
。
O
堂
形
新
馬
場

年
代
摘
要
寓
治
三
年
の
僚
に
云
ふ
。
金
屋
堂
形
御
馬
場
今
年
十
二
月

由
来
.
翌
寛
文
元
年
の
僚
に
云
ふ
。
堂
形
)
金
屋
新
御
馬
場
海
砂
之
儀
、

一
一
月
朔
申
来
る
と
あ
り
。
=
一
州
志
来
悶
概
覧
附
録
に
云
ふ
。
年
譜
に

堂
形
新
馬
場
高
治
三
年
六
月
よ
り
十
月
に
至
り
て
成
る
事
見
ゆ
。
按

や
る
に
是
今
の
堂
形
馬
場
た
り
。
長
き
事
一
百
七
十
一
間
一
尺
、
澗

八
聞
こ
尺
、
土
居
の
高
さ
六
尺
或
は
二
聞
も
あ
り
。
松
雲
公
騎
射
等

好
ま
せ
ら
れ
、
天
明
元
年
米
倉
の
方
老
樹
を
伐
り
梯
は
せ
ら
れ
‘
馬

場
の
欣
精
e
鑓
宇
と
あ
り
。
平
次
按
・
宇
る
に
、
右
馬
場
は
務
会
の
調

馬
所
に
て
慶
藩
の
際
ま
で
存
在
し
て
、
御
馬
見
所
と
て
藩
公
の
調
馬

一
究
所
も
建
築
あ
り
た
り
。
共
の
地
は
米
倉
の
尻
地
に
て
、
守
宮
掘

の
掘
縁
に
そ
う

τ作
れ
り
。
今
腕
腕
・
憾
の
後
a
地
た
り
。

。

堂

形

厩

此
の
厩
は
‘
馬
場
の
西
端
に
あ
り
て
.
金
谷
門
の
方
に
入
口
の
門
あ

企
部
古
蹴
志
巻
・
占
ハ

八

渡
し
、
延
貸
凶
年
八
月
父
子
共
金
海
へ
出
で
・
金
揮
に
て
居
屋
敷
百

歩
拝
領
す
。
利
長
卿
判
害
等
子
炉
今
停
来
す
と
去
ム
o
然
れ
ば
前
額
綱

紀
卿
穿
盤
し
給
ひ
し
ロ
ム
害
等
は
、
延
貸
四
年
以
後
の
事
に
て
も
あ

る
ぺ
し
。

O
堂

形

馬

場

三
笠
記
に
云
ム
。
慶
長
十
年
十
一
月
晦
日
金
部
御
按
天
守
に
雷
落

ち
、
本
丸
の
殿
宇
焼
亡
の
時
、
甫
堤
脇
民
三
十
三
聞
の
的
場
あ
り
。

共
の
外
に
棋
の
馬
場
あ
り
。
其
の
外
は
侍
町
・
堂
形
へ
つ
ど
き
て
、
披

下
に
高
晶
子
右
衛
門
・
同
甲
斐
守
父
子
の
屋
敷
有
り
云
々
と
あ
る
は
.

既
に
も
い
へ
る
如
く
、
慶
長
七
年
の
事
也
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
録

に
云
ふ
。
古
の
堂
形
馬
場
は
‘
古
記
に
所
謂
南
馬
場
た
る
ぺ
し
。
即

ち
慶
長
七
年
十
一
月
雷
火
に
天
守
焼
失
の
時
、
甫
の
堤
側
の
三
十
三

間
の
的
場
、
共
の
外
接
の
馬
場
等
の
建
物
焼
失
と
あ
り
。
古
闘
を
覚
る

に
今
の
堂
形
馬
場
よ
り
玉
泉
丸
の
方
へ
寄
っ
て
見
ゆ
る
也
。
安
永
六

年
正
月
五
日
堂
形
馬
場
を
甫
馬
場
と
唱
ふ
る
事
、
松
雲
公
穿
盤
の
命

あ
る
時
、
調
馬
絹
川
顕
一
兵
衛
、
何
頃
よ
り
堂
形
馬
場
と
唱
へ
替
へ

た
る
や
.
記
停
た
き
よ
し
僧
上
ぐ
と
あ
り
。
千
衣
按
守
る
に
、
経
雲

公
夜
話
鍬
K
.
先
年
甫
都
大
勝
大
夫
殿
品
り
参
り
た
る
新
髄
と
名
付

り
。
是
を
御
厩
門
と
呼
ぺ
り
。
三
州
志
楽
園
概
覧
附
録
笠
宮
ふ
。
堂

形
厩
二
十
匹
立
、
寓
治
中
出
来
す
。
叉
橋
爪
番
所
の
後
に
五
匹
厩
あ

り
。
奮
記
に
、
高
桑
五
兵
衛
・
萩
原
久
左
衛
門
裁
許
と
あ
り
。
又
七
十

問
長
屋
門
脇
践
は
、
鴻
瀬
武
兵
衛
・
原
太
郎
左
衛
門
・
佐
藤
僻
十
郎
議

許
と
あ
り
。
皆
共
の
遁
始
の
年
暦
詳
た
ら
や
と
い
へ
り
。
務
園
職
員

遇
考
に
一
宮
ふ
。
御
馬
奉
行
の
起
原
未
詳
。
三
岡
崎
孫
市
・
潟
野
藤
左
衛

門
・
棒
岡
興
三
郎
の
三
人
、
高
治
以
前
勘
v
之
と
云
ふ
。
是
等
そ
の
起

本
た
る
ぺ
し
0

・
僻
へ
言
ふ
、
往
古
よ
り
潤
野
川
馬
場
に
厩
有
v
之
、
藩

公
江
戸
在
府
の
年
に
は
、
此
の
厩
へ
出
席
し
取
捌
き
け
る
属
、
元
総

二
年
に
右
厩
・
役
所
共
焼
失
、
古
来
の
奮
記
も
此
の
時
茨
燈
と
成
り
一

切
の
事
不
』
停
と
云
ふ
。

O
堂
形
前
火
除
地

堂
形
前
と
呼
ぺ
る
地
は
、
府
城
の
後
園
地
に
て
、
城
郭
の
南
方
た
り
し

故
に
.
寛
永
八
年
四
月
十
四
日
犀
川
橋
爪
よ
り
出
火
し
、
南
風
甚
だ

敷
吹
い
て
、
堂
形
よ
り
城
中
本
丸
等
緒
殿
閤
悉
く
延
焼
し
、
材
木
町
・

尾
張
町
・
中
町
等
延
焼
し
て
、
浅
野
川
を
越
え
、
金
谷
町
ま
で
焼
失
せ

り
ρ

同
十
二
年
五
月
丸
日
廃
河
原
町
よ
り
出
火
、
是
も
甫
風
甚
だ
敷
、

石
浦
町
・
甫
町
・
堤
町
・
尾
接
町
・
新
町
・
中
町
よ
り
問
弁
口
へ
焼
け
ぬ

丸




